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連続企画 第 1回

今、問われる
人種差別禁止法
―沖縄・部落・在日コリアンへの
　　差別の実態を踏まえて―

主催：大阪弁護士会

現在の日本社会は、不寛容が蔓延し、ヘイトスピーチが飛び交い、マイ

ノリティにとって、生きにくい時代にとなっています。

日本社会における歴史的・構造的差別の対象である、沖縄・部落・在日

コリアンの各差別問題について、解消のための活動に取り組んでおられる

方々をお招きして、差別の現状と課題についてご報告いただきます。

国連の人種差別撤廃委員会（CERD）は、本年8月30日、日本の第10・

11回合同定期報告書において、日本政府に対し、沖縄・部落・在日コリア

ンの人権状況について言及し、その改善を求める勧告を出しました。さら

に、日本政府に対し、具体的で包括的な人種差別禁止法の制定を求めまし

た。今回のCERD総括所見や、沖縄・部落・在日コリアンに対する差別問

題の上記各報告を踏まえ、国際人権法は、どのような規律を置いているの

か、国際人権法の専門家である申惠丰教授に解説いただきます。

今、日本社会には、人種差別禁止法の制定が必要ではないか、皆様と一

緒に考える機会にしたいと思います。

「沖縄・部落・在日コリアンへの
差別問題と国際人権法」

【パネリスト】

沖 縄 差 別 問 題 金城　馨氏（関西沖縄文庫）

部 落 差 別 問 題 柴原浩嗣氏（一般財団法人大阪府人権協会業務執行理事兼事務局長）

在日コリアン差別問題 李　信恵氏（フリージャーナリスト）

国 際 人 権 法 申
シン

　惠
ヘ ボ ン

丰氏（青山学院大学教授）

【コーディネーター】

空野佳弘会員、康由美会員
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『反』差別　連続企画　第1回　今、問われる人種差別禁止法
―沖縄・部落・在日コリアンへの差別の実態を踏まえて―

【イベント名】

2018年（平成30年）12月22日（土）午後1時30分～午後4時30分【日時】

大阪弁護士会館2階ホール【場所】

参 加 申 込 書

上記必要事項をご記入の上、本申込書を

送信先／大阪弁護士会委員会部人権課までお送りください。（送付状不要）
FAX:06-6364-7477

〔代表者氏名　　　　　　　　　　　　　　　〕〔参加人数　　　　名〕

〔ご所属　　　　　　　　　　　　　　　　　〕〔登録番号（弁護士の方のみ）　　　　　　　　　　〕
※ご提供いただいた個人情報は、大阪弁護士会のプライバシーポリシーに従い厳重に管理し、参加人数把握のため
に使用いたします。また、個人情報は、本イベント終了後、直ちに破棄若しくは消去いたします。
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大阪弁護士会

【アクセス】
〒530-0047
大阪市北区西天満 1-12-5
大阪弁護士会館

【問合せ先】
大阪弁護士会 人権課（人権擁護委員会担当事務局）
06-6364-1227

● 京阪中之島線「なにわ橋駅」下車 出口1から徒歩約 5分
● 地下鉄・京阪本線「淀屋橋駅」下車 1 番出口から徒歩約 10分
● 地下鉄・京阪本線「北浜駅」下車 26 号階段から徒歩約 7分
● JR 東西線「北新地駅」下車 徒歩約 15分

【一時保育サービスを実施します（要予約・無料）】

ご
注
意

対　　象：首がすわった乳児～就学前のお子様
時　　間：12月22日（土）13：15～16：45
申込方法：一旦、お電話で仮予約をお受けします。
　　　　　（電話番号：06-6364-1227）
申込期限：12月10日（月）17:00まで

仮予約の後、FAXで申込用紙を送付いたしますので、
必要事項を記入のうえ申込用紙記載の送信先に
FAXしてください。申込用紙の提出をもって正式な
予約となります。申込多数の場合は、お断りさせて
いただくことがございます。予めご了承ください。

【講演者・パネリスト紹介】
申　惠丰氏：�青山学院大学教授、国際人権法。『国際人権法—国際基準のダイナミズムと国内法との協調【第2版】』

（信山社、2016年）など

金城　馨氏：�1975年大阪大正区で沖縄成年の集まり「ガジュマルの会」結成に参加、エイサー祭りに加わる。1985
年関西沖縄文庫主宰。「沖縄に基地を押しつけない市民の会」で活動。

柴原浩嗣氏：�一般財団法人大阪府人権協会業務執行理事兼事務局長。大阪府人権協会の前身である財団法人大阪府
同和事業促進協議会に1986年から勤務し、教育、啓発等を担当。部落差別問題に関する研修等の講演
を行っている。

李　信恵氏：�ヘイトデモ・街宣に対するカウンター活動に参加、元在特会会長及び保守速報に対する民事訴訟を提
起して第一審、第二審で勝訴。影書房「#鶴橋安寧—アンチ・ヘイト・クロニクル」（2015）　かもが
わ出版「#黙らない女たち」共著（2018）

主催：大阪弁護士会


